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は
じ
め
に

　

平
成
27
年
度
に
総
合
教
育
会
議
が
設

置
さ
れ
、一
関
市
教
育
に
関
す
る
大
綱
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
綱
を
踏
ま
え
、
今
後
、
さ
ら
に

市
長
と
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
や
課
題
を

共
有
し
、
教
育
施
策
を
総
合
的
に
推
進

し
ま
す
。

　

今
般
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
37
年

度
ま
で
の
10
年
間
に
お
け
る
当
市
の
教

育
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
す
一
関
市
教

育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
、
教
育
振

興
の
基
本
目
標
を「
学
び
の
風
土
を
礎
に

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く　

郷
土
の
誇
り

を
未
来
に
つ
な
ぐ　

一
関
の
人
づ
く
り
」

と
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
前
期
５
年
間
で
４
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
し
、
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
子
供
た
ち
に
、
語ご

彙い

の
豊

か
さ
、こ
と
ば
の
感
性
、
心
の
豊
さ
を
育

む
こ
と
を
目
指
す「
こ
と
ば
と
読
書
」「
こ

と
ば
の
響
き
」「
こ
と
ば
の
先
人
」
を
柱

と
し
た「
こ
と
ば
を
大
切
に
す
る
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
す
。

　
「
こ
と
ば
と
読
書
」
に
つ
い
て
は
、
学

校
図
書
館
と
市
立
図
書
館
と
の
連
携
や

読
書
普
及
員
の
配
置
に
よ
り
、
読
書
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
こ
と
ば
の
響
き
」に
つ
い
て
は
、
幼
稚

園
等
や
小
学
校
で「
こ
と
ば
の
時
間
」を

設
定
し
、こ
と
ば
の
力
を
育
て
、
徳
性
や

心
の
豊
か
さ
を
育
み
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
絵

本
を
読
み
、
遊
び
な
が
ら
文
字
に
ふ
れ

る
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
平
成
28
年

度
は
、
保
育
園
、こ
ど
も
園
を
含
め
５
園

で
先
行
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、
美
し
い

言
葉
や
当
市
ゆ
か
り
の
先
人
を
取
り
あ

げ
る
独
自
テ
キ
ス
ト
の
音
読
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、平
成
28
年
度
は
テ
キ
ス
ト

を
作
成
し
ま
す
。

　
「
こ
と
ば
の
先
人
」に
つ
い
て
は
、博
物

館
学
芸
員
を
活
用
し
た
先
人
を
学
ぶ
授

業
な
ど
郷
土
を
知
り
、
誇
り
を
育
む
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く

現
代
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
指
す
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
す
。

　

中
学
生
社
会
体
験
事
業
な
ど
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
進
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
の

場
を
提
供
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
学
生
最
先
端
科
学
体
験

研
修
の
実
施
や
外
国
語
指
導
助
手
を
幼

稚
園
、
小
中
学
校
に
派
遣
し
、
英
語
力
の

向
上
を
図
る
な
ど
、
多
様
な
人
と
の
関

わ
り
を
通
し
て
、
創
造
性
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
、
国
際
理
解
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
の
中
で
求
め
ら
れ
る
力
を
培
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
文
化
共
生
、
多
様
な
価
値
観

を
理
解
す
る
う
え
で
土
台
と
な
る
子
供

た
ち
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

確
立
さ
せ
る
た
め
、
郷
土
の
先
人
や
歴

史
・
文
化
を
題
材
に
し
た
学
習
を
進
め

ま
す
。

　

３
つ
目
は
、地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校

を
目
指
す
「
学
校
と
地
域
の
協
働
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
す
。

　

学
校
の
情
報
や
活
動
の
様
子
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
や
地
域
住
民
が
学
校
運
営
に
参

加
す
る
取
り
組
み
な
ど
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
富
な
社
会
経
験
を
積
ん
だ

地
域
の
人
材
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学

校
教
育
に
生
か
す
取
り
組
み
な
ど
、
地

域
社
会
全
体
で
子
供
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
育
む
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

４
つ
目
は
、
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
の
世

界
文
化
遺
産
拡
張
登
録
を
目
指
す
「
世

界
遺
産
拡
張
登
録
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
す
。

　

骨
寺
村
荘
園
遺
跡
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
進
め
、
県
・
関
係
市
町
と
連
携
し
、

拡
張
登
録
に
係
る
推
薦
書
案
の
作
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
重
要
文
化
的
景
観「
一
関
本
寺

の
農
村
景
観
」の
保
全
活
用
に
地
域
住

民
と
協
働
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
骨

寺
村
荘
園
遺
跡
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
連
続
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
遺
跡

の
保
護
や
、
世
界
遺
産
拡
張
登
録
の
気

運
醸
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
学
校
統
合
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
30
年
４
月
の
新
生
千
厩
小
学

校
の
開
校
を
目
指
し
、
統
合
に
向
け
た

準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
校
舎
整
備

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、一
関
地
域
の
本
寺
小
学
校
と
厳

美
小
学
校
、
本
寺
中
学
校
と
厳
美
中
学

校
の
統
合
に
向
け
、
通
学
対
策
や
交
流

事
業
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

花
泉
地
域
で
は
、６
つ
の
小
学
校
の
統

合
に
向
け
た
懇
談
を
進
め
、
新
た
な
学

校
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
む

　
学
校
教
育
の
充
実

●
確
か
な
学
力
の
育
成

　

算
数
・
数
学
を
重
点
教
科
に
設
定
す

る
と
と
も
に
、
学
習
支
援
員
を
配
置
し
、

学
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
標
準
学
力
検
査
等
の
結
果
を

分
析
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て

「
わ
か
る
授
業
」が
行
わ
れ
る
よ
う
各
学

校
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
各
種
研
修

会
の
開
催
、
指
導
主
事
や
学
習
指
導
専

門
員
の
訪
問
指
導
な
ど
に
よ
り
、
教
員

の
授
業
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

併
せ
て
、
家
庭
と
連
携
し
、
児
童
生
徒

に
家
庭
学
習
の
習
慣
を
促
進
し
ま
す
。

●
豊
か
な
心
の
育
成

　

道
徳
教
育
や
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

教
育
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
積
極

的
に
自
然
体
験
、
社
会
体
験
活
動
を
取

り
入
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
や
市
内
の
他
の
教
育
機

関
と
連
携
し
、あ
い
さ
つ
の
推
進
な
ど
共

通
の
目
標
を
設
定
し
な
が
ら
、
豊
か
な

心
を
育
み
ま
す
。

●
健
や
か
な
体
の
育
成

　

小
学
校
で
の
業
間
運
動
や
中
学
校
で

の
部
活
動
な
ど
の
運
動
機
会
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

と
連
携
し
な
が
ら
、
体
力
の
向
上
を
図

り
、た
く
ま
し
い
心
身
を
育
み
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
、
開
催
さ
れ
る「
希
望
郷

い
わ
て
国
体
・
希
望
郷
い
わ
て
大
会
」の

観
戦
な
ど
を
通
じ
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
意
欲
、関
心
を
高
め
ま
す
。

●
学
校
給
食

　

本
年
４
月
の
西
部
第
二
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
稼
働
に
よ
り
、
全
て
の
学
校
が

給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
供
給
と
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
細
心
の
注
意
を
は
ら
い

な
が
ら
安
全
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
食
や
地
場
産
品
を
提
供

し
て
い
く
と
と
も
に
、
授
業
に
お
け
る
食

育
指
導
や
担
当
者
研
修
の
実
施
に
よ
り
、

食
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育

　

幼
児
期
か
ら
の
就
学
相
談
体
制
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
に
は
、
き

め
細
か
な
指
導
支
援
員
を
配
置
し
、
集

団
生
活
へ
の
適
応
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
学
校
サ
ポ
ー

タ
ー
を
増
員
し
、一
人
一
人
に
応
じ
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

●
学
校
適
応
指
導

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
減
少
に
向
け
、

教
育
相
談
員
等
に
よ
る
相
談
や
適
応
支

援
教
室「
タ
ン
ポ
ポ
広
場
」に
お
け
る
学

習
支
援
活
動
、
適
応
支
援
相
談
員
に
よ

る
家
庭
訪
問
等
を
通
じ
、児
童
生
徒
一
人

一
人
の
状
況
に
応
じ
て
、
き
め
細
か
に
対

応
し
ま
す
。

●
い
じ
め
へ
の
対
応

　

各
学
校
の「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
組
織
的
な
対
応
に
よ
り
、い

じ
め
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対

応
に
努
め
ま
す
。ま
た
、一
関
市
い
じ
め
問

題
対
策
連
絡
協
議
会
で
、関
係
機
関
と
の

情
報
共
有
や
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
幼
稚
園

　

引
き
続
き
、
就
学
前
の
教
育
の
充
実

や
小
学
校
と
の
密
接
な
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、低
所
得
者
層
へ
の
教
材
費
等
の

補
足
給
付
を
行
う
な
ど
、
子
育
て
世
代

の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

●
義
務
教
育
施
設

　

移
転
新
築
を
予
定
す
る
東
山
小
学
校

敷
地
の
用
地
取
得
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
美
小
学
校
の
プ
ー
ル
改

修
、
桜
町
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整

備
な
ど
を
進
め
、
教
育
環
境
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

●
学
校
安
全

　

放
射
能
汚
染
対
策
と
し
て
、
引
き
続

き
、
学
校
施
設
や
給
食
食
材
等
の
放
射

線
量
を
測
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

巡
回
指
導
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に

よ
る
見
守
り
活
動
に
よ
り
、
登
下
校
時

に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
を
図

り
ま
す
。

●
私
学
教
育
の
振
興

　

私
立
高
等
学
校
生
徒
の
授
業
料
の
補

助
に
よ
り
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
、
私
立
学
校
運
営
費
や
一
関

修
紅
高
等
学
校
体
育
館
の
整
備
費
を
助

成
し
ま
す
。

　
と
も
に
学
び
、
ま
ち
と

　
ひ
と
を
つ
く
る

　
社
会
教
育
の
推
進

●
社
会
教
育

　

市
民
一
人
一
人
が
生
き
が
い
の
あ
る

充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
生
涯
に
わ
た
る
多
様
な
学
習
機

会
の
提
供
や
学
習
活
動
の
促
進
に
努
め

ま
す
。

●
家
庭
教
育

　

規
範
意
識
や
倫
理
観
が
、
家
庭
で
の

教
育
や
し
つ
け
な
ど
を
通
し
て
育
ま
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、学
校
、家
庭
、

地
域
な
ど
の
連
携
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
教
育
の
原
点

で
あ
る
家
庭
教
育
を
支
援
し
ま
す
。

●
図
書
館
の
運
営

　

新
た
な
一
関
市
立
図
書
館
振
興
計
画
に

基
づ
き
、
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
読
書

環
境
の
充
実
と
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

運
営
を
進
め
、地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
、

ひ
と
づ
く
り
や
学
び
を
支
援
し
ま
す
。

●
博
物
館

　

当
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
洋
画
家
・
向
井

潤
吉
の
作
品
を
紹
介
す
る
企
画
展
や
東

山
町
の
松
川
二
十
五
菩
薩
像
を
公
開
す
る

テ
ー
マ
展
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

出
前
講
座
等
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
芦
東
山
記
念
館
、
石
と
賢
治
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
大
籠
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教

公
園
と
連
携
し
、
巡
回
博
物
館
、
移
動
博

物
館
を
開
催
し
、身
近
な
場
所
で
地
域
の

歴
史
・
文
化
が
学
べ
る
場
を
提
供
し
ま
す
。

●
芦
東
山
記
念
館

　

芦
東
山
の
生
誕
３
２
０
周
年
に
合
わ

せ
て
、
記
念
講
演
会
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
石
と
賢
治
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

旧
東
北
砕
石
工
場
の
耐
震
補
強
工
事

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る

　
文
化
の
継
承

●
文
化
財
の
保
護

　

文
化
財
の
修
繕
や
保
護
活
動
へ
の
助

成
等
に
よ
り
、
地
域
の
文
化
財
を
良
好

な
形
で
後
世
に
伝
え
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
指
定
等
文
化
財
を
紹

介
す
る「
一
関
の
文
化
財
」の
刊
行
や
標

柱
・
解
説
板
の
整
備
に
よ
り
、
当
市
の

歴
史
や
文
化
の
理
解
促
進
と
文
化
財
保

護
意
識
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

●
市
が
所
有
す
る
歴
史
民
俗
資
料
や

　

出
土
遺
物
の
保
存
・
公
開

　

旧
渋
民
小
学
校
校
舎
を
活
用
し
、
公

開
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
お
わ
り
に

　

市
民
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
を
目

指
し
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

生
涯
に
わ
た
る
市
民
の
学
習
活
動
を
促

進
し
、一
関
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
掲

げ
る
基
本
目
標
で
あ
る「
学
び
の
風
土
を

礎
に 

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く 

郷
土
の
誇

り
を
未
来
に
つ
な
ぐ 

一
関
の
人
づ
く
り
」

に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
指
導

を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴木功教育委員会委員長が第56回市議会定例会で述べる

学びの風土を礎に心豊かにたくましく

郷土の誇りを未来につなぐ一関の人づくり

教育行政方針平成28年度

最先端科学を体験して夢を広げます

運動・スポーツへの関心を高めます

心豊かな人づくりを進めます

特集・まちづくり正念場 ！！


